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ω = 2πυを用いて次式のように表わされる。ここで𝛾0は初期ひずみである。 
γ(t) = 𝛾0𝑐𝑜𝑠𝜔𝑡······（1-12） 
ひずみの変化に対応して、流体は位相がδだけ進んだ応力応答を示す。 
      σ(t) = 𝜎0 cos(𝜔𝑡 + 𝛿) = 𝜎1cosωt − 𝜎2sinωt······（1-13） 
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Panら(2015)22) 水、ポリメタクリル酸メチル樹脂 NA 










































































































































































































































































































































































































Fig.2-1 異なるエタノール濃度を持つ粒子分散液画像  
（高分子質量比σ=0.05 g-polymer/g-solvent、粒子質量比α=0.25 g-particle/g-solvent） 

















        








































































2.2.5 粒子表面への高分子吸着測定  
 酸化チタン粒子表面への高分子の吸着量は以下の手順で測定した。まず約2 gの粒
子分散液を遠沈管に入れ、卓上微量高速遠心機（冷却付）（HITACHI製、CT15RE）を


























































Fig.2-5 一定せん断速度下（10 s-1）でのせん断応力の時間依存性 
（エタノール質量比β=0.035 g-ethanol/g-solvent、高分子質量比 






































































































(a)エタノール質量比β=0 g-Ethanol/g-solvent, (b)β=0.015 g-Ethanol/g-solven










































































































エタノール質量比0 g-ethanol/g-solvent、せん断速度10 s-1） 
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3.2.2 振動モード  






散液の FFT スペクトルは f0 に鋭いピークを持つと共に、f0 よりも高い周波数領域で
複数のピークを示す（Fig.3-2(a)）。周波数 f>f0 に複数のピークを示すこの振動モ




































   
Fig.3-3 異なる高分子濃度を持つ粒子分散液の応力振動モードの変化 (a)エタノ



























































































































































































































































































































































































































       
Fig.4-3 異なるエタノール濃度における粒子表面の高分子吸着量 （粒子体積分
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